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平成２９年度 第３回沼田市子ども・子育て会議 会議録（概要）

会議の概要

開催日時 平成29年12月20日（水） 午後1時から3時

開催場所 沼田市保健福祉センター ３階研修室

出 席 者 【委員】

◎会 長 荒木委員、大城委員、小渕委員、櫛渕委員、◎小林委員、田辺委員、鶴

○副会長 見委員、中野委員、永井委員、庭野委員、藤巻亜委員、藤巻貞委員、星

野委員、松井委員、森村委員

【市関係者】

小林健康福祉部長、角田健康課長、竹之内学校教育課長、入澤学校教育

係長

【事務局】

小池子ども課長、青柳子育て支援係長、金井副主査

次 第 １ 開 会

２ あいさつ（健康福祉部長）

３ 委員自己紹介

４ 議 事

(1)会長及び副会長の選出について

(2)沼田市子ども・子育て会議について

(3)沼田市子ども・子育て支援事業計画について

(4)沼田市子ども・子育て支援事業計画中間期の見直し（案）について

(5)教育・保育施設の平成30年度利用定員の設定について

(6)専門委員会の設置について

５ その他

６ 閉 会

配付資料 ・沼田市子ども・子育て会議について

・沼田市子ども・子育て支援事業計画について

・沼田市子ども・子育て支援事業計画中間期の見直し（案）について

・教育・保育施設の平成30年度利用定員の設定について

・沼田市子ども・子育て会議 専門委員会設置運営要綱

・公立幼稚園及び公立保育園の今後の在り方について

・今後のスケジュール
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議事要旨

発言者 議事の経過及び発言の要旨

１ 開 会

２ あいさつ

健康福祉部長

３ 委員自己紹介

４ 議 事

(1)会長及び副会長の選出について

沼田市子ども・子育て会議条例第4条第1項の規定により、会長及び副会

長の互選を行う。（小林会長、櫛渕副会長を選出）

会 長 （あいさつ）

副会長 （あいさつ）

(2)沼田市子ども・子育て会議について

会 長 事務局から説明をお願いする。

事務局 【資料1「沼田市子ども・子育て会議について｣により説明。】

会 長 説明のとおり確認いただくことでよろしいか。

（異議なし）

(3)沼田市子ども・子育て支援事業計画について

会 長 事務局から説明をお願いする。

事務局 【資料3「沼田市子ども・子育て支援事業計画について｣により説明。】

会 長 説明のとおり確認いただくことでよろしいか。

（異議なし）

(4)沼田市子ども・子育て支援事業計画中間期の見直し（案）について

会 長 事務局から説明をお願いする。

事務局 【資料4「沼田市子ども・子育て支援事業計画中間期の見直し（案）につ

いて｣及び「沼田市子ども・子育て支援事業計画中間期の見直し（素案）」

により説明】素案のアンダーラインの部分は、前回会議で提示した内容を

修正した箇所である。
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会 長 素案3ﾍﾟｰｼﾞからの「教育・保育」のうち1号認定の見直し内容と、11ﾍﾟｰｼﾞ

の「病児・病後児保育事業」の見直し内容について補足説明願いたい。

事務局 「①幼稚園・認定こども園（1号及び2号認定、3～5歳児）」の見直し内

容は、平成30･31年度の確保方策の内訳について、当初の計画では教育の利

用希望が強い2号認定を想定していたが、実際の利用を全て1号認定で行っ

ていることを踏まえ、全て1号認定による確保方策とする見直しを行うもの。

なお、量の見込みと実績に差はあるが、一定のニーズが見込めるため、量

の見込みと確保方策の総量については当初計画数値のままとする。

病児・病後児保育事業の量の見込みはニーズ調査によるニーズに基づき

設定しており高くなっている。実績とは差があるが、病後児保育のみとし

ていた確保方策に、保護者のニーズの高い病児保育を追加する見直しを行

うものである。現在、病児保育実施の計画があり利用の増加が見込まれる

ため、量の見込みと確保方策の総量については当初計画数値のままとする。

委 員 病児・病後児保育事業のところでニーズの話が出たが、最初にこの計画

を策定したときに、前段で就学前の保護者に「ニーズ調査」というアンケ

ートを実施した。無記名のアンケートなので、「本当に使うかどうか」で

はなく「あったらいいな」的な感覚で○を付ける人も多いと思う。その結

果を集計すれば、自ずと高いニーズの結果による量の見込みが出てしまう。

量の見込みを前提とした場合、何でもかんでも実施できればいいが、時間

も財源も限られるなかで、優先順位をつけて、本当に必要なものに絞り込

んで事業を実施していく必要がある。アンケートだけでは難しいので、実

績とかい離がある場合には見直そうというのが、今回の中間期見直しの趣

旨である。

その前提に立ったときに、病児・病後児保育事業の実績とのかい離が100

倍以上もあるので、見直すべき。病児の事業計画があるから見直さないと

いうのは、順序が逆である。少なくとも10倍以内くらいにした方がいいの

ではないか。

病児事業をやるとして、どのくらいの規模のものをやるのか、というと

きには量の見込みが前提となるはず。では、年間延べ950人が利用するもの

を作るのかといえば作らないだろうと思われる。その当たりの腹づもりは

あるはずなので、実際はどのくらいのものを作るのかを表に出した方がい

いのではないか。

もうひとつ、当初計画時と変わっていることとして、新たに開始された

企業主導型保育について、事業計画に制度上入らないことは理解するが、

数値は把握しているはずなので、参考値として計画に記載した方がいいの

ではないか。

最後に質問であるが、子育てコンシェルジュと母子保健コーディネータ

ーの違いは何か。やることは一緒ではないのか。
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事務局 役割は違う。子育てコンシェルジュは、利用者支援事業（特定型）で、

教育・保育施設等の案内や子育て支援事業の情報提供などの利用者支援を

目的とするもの、母子保健コーディネーターは、利用者支援事業（母子保

健型）で、妊娠期からのきめ細かい相談支援体制のために保健師有資格者

を配置しているもの。別事業だが連携しながらより高い効果を目指すもの。

委 員 制度や担当が違うのは分かるが、利用者としては窓口をひとつにしても

らった方が利用しやすいのではないか。

事務局 目指すところはワンストップサービスである。いずれは妊娠・出産まで

手厚くみる人と、それ以降を手厚くみる人をワンストップでつなげたい、

というのが現在の構想である。

健康福祉部 現在は庁舎が分散しているが、庁舎移転によりワンストップ化が実現す

長 るよう内部で検討しているところである。

会 長 利用者にとっては所管課の違いは関係ないことなので、今後の集約化に

期待する。

中間期見直し案について意見がある場合は、1月中旬からはパブリックコ

メントに入る予定なので、年内に事務局に連絡するようお願いしたい。

(5)教育・保育施設の平成30年度利用定員の設定について

会 長 事務局から説明をお願いする。

事務局 【資料5「教育・保育施設の平成30年度利用定員の設定について｣により説

明。】平成29年4月1日より保育所から幼保連携型認定こども園に移行した

沼田めぐみこども園の1号認定子どもについて、利用定員5名で設定してい

るが、認可定員と同じ15名に変更したいという案である。

会 長 事務局説明について質問・意見をいただきたい。

（質問・意見なし）

会 長 沼田めぐみこども園の1号認定子どもの利用定員の増についてお諮りす

る。5名の設定を15名に増加することでよろしいか。

（異議なし）

(6)専門委員会の設置について

会 長 事務局から説明をお願いする。
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事務局 【資料2「沼田市子ども・子育て会議専門委員会運営要綱｣により説明。】

先ほど子ども・子育て会議のところで若干触れたが、条例第7条の規定に

より会長が諮って定める事項として、少人数の委員会で、より積極的に意

見を出していただくため、専門委員会の設置についてお諮りするもの。資

料8ページの審議事項のうち、主に「2 子育て世帯が安心できる教育・保育

環境の整備について」と「3 公・私立施設の機能（役割）について」につ

いて、前回委員に引き続きご審議をお願いしたい。

委 員 位置付けとしては、子ども・子育て会議の下部組織と捉え、専門委員会

で話し合ったことを子ども・子育て会議に諮るということでよろしいか。

会 長 そのとおりである。事業者や保護者代表の方を中心とした専門委員会で

ご検討いただいたものを、子ども・子育て会議で審議する流れであり、決

定機関ではなく検討機関である。

専門委員会を設置することでよろしいか。

（異議なし）

会 長 委員構成については、次回子ども・子育て会議でお示しすることとする。

５ その他

事務局 【資料6「公立幼稚園及び公立保育園の今後の在り方について」により説明】

資料は平成30年度入園児募集の際に保護者に配布したもの。公立幼稚園・

保育園の統廃合・民営化を進めるに当たり、今後ご意見を伺う機会が多く

なるので承知願いたい。

【資料7「今後のスケジュール」により説明。】事業計画中間期の見直し案

について、1月中旬からパブリックコメントを実施した後、2月に子ども・

子育て会議で最終案の審議を行う予定。

６ 閉 会


